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かめっ子スポーツデイ開会式

校長の話

いよいよ準備をしてきたかめっ子スポ

ーツデイの本番です。台風の影響で、競

技が１４日になってしまったことは残念

ですが、私たち亀崎小学校のメンバーは、

「新型コロナウィルスに勝つ」という強

い気持ちで計画を立て、練習に取り組ん

できました。だから、台風なんかにも負

けません。１４日（水）は、今まで積み

上げてきた練習の成果を力一杯出すため

に、正々堂々と最後まであきらめず競技

に取り組んでください。皆さんの元気な

姿で、応援しに来てくださるお家の方を

今以上に元気にしたい、それが私の願い

です。勝っても負けても皆さんの元気な

姿を期待しています。赤組も白組も頑張

ってください。

かめっ子スポーツデイにて

徒競走の時、私が写真を撮っていると

肩に土の汚れをつけた子がゴールしまし

た。写真を撮っていたので気が付きませ

んでしたが、きっと転んでしまったのだ

と思いました。その子に、先にゴールし

た子が駆け寄って何か言っているようで

した。すると転んだと思われる子は、親

指を立てて「気にしないで」という合図

を送っているかのようでした。詳しいこ

とは分かりませんが、転んだ子に接触し

た子が駆け寄って謝り、転んだ子は「大

丈夫」と合図を送っているように私には

見えました。子どもたちのやり取りが、

とても気持ちよく思えました。

かめっ子スポーツデイ閉会式

校長の話

今日のかめっ子スポーツデイは、先生

たちの工夫と、みんなの落ち着いた行動

と、保護者の皆さんのご理解で安全に行

うことができました。みんなで準備して

きたこのひのき舞台で、最後まで力いっ

ぱい競技した皆さんの姿から、応援に来

てくださった保護者の皆さんは、皆さん

の元気を受け取ってくれたことと思いま

す。クラスや学年や学校が一つになり心

地よかった今日の経験を、みんながこれ

からの学校生活に生かしていくことを期

待しています。今日は、私にとって素晴

らしい日でした。

道路を走っている女の子

木曜日の朝、６時４０分頃、亀崎中学

校の前を車で通りかかった時、ジャージ

姿で走っている女の子を見かけました。

その女の子に廊下を歩いているときにば

ったり会ったので、「今朝、亀崎中の前を

走っていたね」と声をかけました。する

と「徒競走が４位だったので、悔しくて

トレーニングしています」と答えてくれ

ました。スポーツデイの経験をこれから

の生活に生かしてほしいと閉会式で話し

ましたが、このよ

うな形で生かして

いてくれる子がい

るのかと思い、と

てもうれしく思い

ました。



♣ 子育てアラカルト ♣
［思いやり］
思いやりとは、今まで自分がされて嫌なことを人にしないこと

今まで自分が聞いて嫌な言葉を人に投げかけないこと
思いやりとは、今まで自分がされてうれしかったことを人にしてあげること

今まで自分が聞いてうれしかった言葉を人に捧げてあげること
思いやりの心がもてる人は、だから幸せなのだ

人は、いやなことよりも、うれしいことがある方がいい。
周りの人が苦虫を噛み潰したような顔をしていると、なぜか楽しくない。
周りの人が笑顔でいると、自分もなぜかうれしくて安心できる。
「人は、自分の鏡」だ。”笑顔”も”そうでない顔”も周りの人にうつってしまう

ことを知っておいてほしい。人に伝わっていくからこそ、自分の顔や行動に責任をも
たなければならない。それが分かることが、大人になるということだ。
もう一度言う。あなたの笑顔も悲しい顔も伝わり、広がっていくのだ。

【心に刻む 詩】
〈 虹 〉
雨があがって 陽が差して
空にきれいな 虹ひとつ
百人の人 百とおりの思いで
百とおりの 虹を見る
空にかかった 虹ひとつ （六浦 基 著「カウンセリング詩」より）

あなたの心にも”思いやり”のきれいな虹がかかるように・・・。
（ある教育者のひとり言 より）

表彰の記録

〇名古屋地区小学生秋季第１回記録会

小学６年 女子走幅跳 第２位 間瀬 珠理（６年）

小学６年 女子１００ｍ 第５位 石川陽南子（６年）

小学６年 男子走高跳 第７位 吉川 凪（６年）

小学５年 女子走高跳 第３位 間瀬志央梨（５年）

第４位 榊原 瑠花（５年）

小学５年 ジャベリックボール投 第７位 兼井 梓紗（５年）

小学４年 女子走高跳 第３位 間瀬有衣菜（４年）

第３位 間瀬 花帆（４年）

子かめっ子スポーツデイの後片付けの時に・・・

かめっ子スポーツデイの後片付けのとき、私が体育館に返す机を運ぼうとしていると、

男の子が二人駆け寄ってきて「ぼくたちが運びます」と机を体育館まで運んでくれまし

た。テントを片付けるとき「ここを引っ張っていて」とお願いしても、ロープを切ると

き「ここを持っててくれる」とお願いしても、どの子も気持ちよく手伝ってくれました。

５・６年生の働きぶりにとても感心しました。亀小の子たちは、気持ちのよい子です。


